
光
が
丘
団
地
は
、
昭
和
六

十
年
当
時
、
ま
だ
入
居
者
が

少
な
く
生
活
そ
の
も
の
は
極

め
て
静
か
だ
っ
た
が
、
バ
イ

ク
騒
音
と
無
法
駐
車
に
悩
ま

さ
れ
た
。
こ
の
問
題
は
『
住

環
境
の
改
善
』
以
前
の
逼
迫

し
た
も
の
だ
っ
た
。

広
い
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
で
は

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
住
棟
の
建

設
現
場
は
あ
っ
た
も
の
の
、

大
部
分
が
野
原
だ
っ
た
。
し

か
し
道
路
は
先
行
建
設
さ
れ

て
い
た
の
で
「
広
野
に
真
新

し
い
一
筋
の
道
路
」。
な
の
で

バ
イ
ク
の
格
好
の
走
路
と
な

っ
た
。
と
く
に
夜
間
。
近
郊

か
ら
も
暴
走
族
が
集
結
し
て
、

集
団
で
走
行
し
た
。
居
住
者

は
そ
の
騒
音
を
耳
に
し
な
が

ら
も
手
の
打
ち
よ
う
が
な
く
、

そ
の
苦
情
は
団
地
ば
か
り
で

な
く
、
隣
接
町
か
ら
も
頻
繁

に
起
き
た
。
そ
の
た
め
、
警

視
庁
や
警
察
署
は
パ
ト
カ
ー

を
巡
回
さ
せ
て
は
い
た
が
、

い
た
ち
ご
っ
こ
を
繰
り
返
す

ば
か
り
で
一
向
に
治
ま
る
気

配
は
な
か
っ
た
。

五
十
九
年
の
光
が
丘
団
地

内
の
交
通
事
故
は
九
十
八
件
。

こ
の
う
ち
バ
イ
ク
事
故
が
四

十
九
件
。
死
亡
事
故
も
三
件
、

『
植
物
人
間
』
と
な
っ
た
重
大

事
故
も
二
件
あ
り
、
遂
に
六

十
年
五
月
、
練
馬
警
察
署

（
当
時
光
が
丘
警
察
署
は
未

設
）
は
光
が
丘
中
央
大
通
り
、

同
南
通
り
、
同
東
通
り
、
日

大
病
院
通
り
を
午
後
九
時
か

ら
翌
朝
五
時
ま
で
バ
イ
ク
を

通
行
禁
止
と
し
た
。

一
方
、
乗
用
車
等
の
車
両

の
違
法
駐
車
は
光
が
丘
の

『
名
物
』
と
な
っ
て
い
た
。
当

時
は
違
法
駐
車
に
適
切
な
対

策
が
な
い
の
で
、
車
は
団
地

内
道
路
に
駐
車
し
、
さ
ら
に

歩
道
を
占
拠
す
る
悪
質
な
無

法
駐
車
も
現
わ
れ
た
。

違
法
駐
車
の
多
発
は
各
団

地
の
駐
車
場
不
足
に
あ
っ
た
。

都
営
団
地
は
障
が
い
者
な
ど

特
例
を
除
い
て
駐
車
場
は
な

く
、
公
団
、
公
社
の
団
地
で

も
所
要
台
数
の
二
分
の
一
以

下
に
過
ぎ
ず
、
駐
車
場
割
当

く
じ
で
落
選
し
た
車
は
路
上

に
駐
車
す
る
か
、
隣
接
の
町

に
駐
車
場
を
求
め
る
し
か
な

か
っ
た
。
隣
接
の
町
の
駐
車

場
は
、
需
要
が
急
増
し
た
た

め
、
賃
貸
料
が
高
騰
し
、
ま

す
ま
す
求
め
に
く
く
な
っ
た
。

こ
の
事
態
を
解
決
す
る
た
め

に
各
団
地
で
は
、
公
団
等
住

建
三
者
に
駐
車
場
の
増
設
を

要
望
し
た
。
そ
の
結
果
。
六

十
年
以
降
建
設
の
団
地
で
は

駐
車
台
数
を
多
く
と
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
、
経
済

が
下
降
し
、
車
の
保
有
が
減

少
し
た
た
め
、
こ
の
問
題
は

六
十
四
年
ご
ろ
か
ら
沈
静
化

し
た
。

光
が
丘
団
地
の
入
居
が
始

ま
っ
て
一
年
以
上
が
経
過
し

た
頃
に
は
住
民
の
地
域
意
識

が
醸
成
さ
れ
、
諸
問
題
は
自

治
会
で
要
望
、
陳
情
し
た
も

の
の
、
光
が
丘
団
地
内
の
全

自
治
会
共
同
で
問
題
解
決
を

は
か
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
人
口
増
加
に

よ
り
新
し
い
問
題
が
台
頭
し

各
単
一
団
体
で
は
処
理
で
き

な
い
　
問
題
が
出
て
来
た
。

例
え
は
通
勤
通
学
時
の
バ
ス

は
混
雑
し
、
旭
町
二
丁
目
バ

ス
停
あ
た
り
で
は
積
み
残
し

が
で
る
。
ま
た
最
終
便
の
時

間
延
長
も
切
実
な
願
い
だ
っ

た
。
三
月
に
は
ダ
イ
ヤ
改
正

が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て

ま
と
ま
っ
た
住
民
要
望
が
な

い
。そ

の
ほ
か
警
察
官
派
出
所

の
誘
致
、
バ
イ
ク
騒
音
の
取

締
り
、
中
心
商
業
施
設
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
、
駐
車
場
の
増

設
な
ど
が
重
く
の
し
か
か
っ

て
来
た
た
め
、
住
民
団
体
が

こ
れ
を
研
究
し
、
共
通
の
問

題
と
し
て
取
組
む
日
が
近
づ

い
て
来
た
。

各
団
体
が
ま
と
ま
っ
て
交

渉
し
、
解
決
し
よ
う
と
、
各

自
治
会
や
管
理
組
合
の
役
員

は
口
ぐ
せ
の
よ
う
に
主
張
す

る
が
、
入
居
間
も
な
い
た
め
、

相
互
間
の
連
絡
さ
え
不
十
分

で
、
実
を
結
ぶ
こ
と
が
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
光
が
丘
新
聞

社
が
連
絡
調
整
役
と
な
り
六

十
年
十
二
月
に
初
め
て
顔
合

わ
せ
を
行
っ
た
。

こ
の
日
、
集
ま
っ
た
の
は

六
団
体
の
代
表
者
た
ち
。
自

己
紹
介
の
あ
と
、
最
も
設
立

の
早
か
っ
た
公
園
南
自
治
会

長
代
行
（
当
時
）
小
林
秀
自

氏
が
主
旨
説
明
。「
光
が
丘
の

諸
問
題
を
、
こ
れ
ま
で
各
自

治
会
で
単
独
陳
情
、
要
望
を

行
っ
て
来
た
が
、
こ
れ
で
は

当
局
も
困
惑
、
ま
た
力
が
分

散
し
て
問
題
解
決
が
弱
い
」

と
主
張
し
「
今
後
、
各
団
体

の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、

共
通
す
る
問
題
は
、
相
互
に

協
力
し
、
同
一
歩
調
で
解
決

に
当
ろ
う
」
と
提
案
、
そ
の

た
め
「
何
ら
か
の
形
の
連
合

組
織
を
設
置
し
よ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

こ
れ
に
対
し
て
出
席
者
か

ら
賛
意
を
示
さ
れ
、
今
回
は

初
顔
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
も

合
っ
て
、
各
団
体
の
現
状
、

今
後
予
想
さ
れ
る
問
題
点
な

ど
座
談
的
に
話
合
っ
た
。
と

く
に
新
し
く
入
居
し
た
出
席

者
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

光
が
丘
新
聞
社
が
光
が
丘
地

区
の
開
発
現
状
、
将
来
計
画
、

自
治
会
活
動
の
歩
み
を
成
果
、

当
面
す
る
諸
問
題
を
説
明
し

た
。当

時
の
出
席
者
は
次
の
と

お
り
だ
っ
た
。

▽
公
園
南
＝
小
林
秀
自

長
谷
川
　
昭
　
中
村
嘉
也
▽

旭
町
一
丁
目
ア
パ
ー
ト
＝
内

田
繁
清
▽
コ
ー
シ
ャ
ハ
イ

ム
＝
山
内
正
一
▽
シ
テ
ィ
コ

ー
プ
＝
高
橋
勇
士
▽
大
通
り

北
＝
泉
井
重
男
　
杉
田
時
男

大
原
郁
夫
▽
大
通
り
南
＝
木

下
英
敏
　
垣
原
　
潔
▽
そ
の

他
＝
斉
藤
幸
七
（
光
友
会
）

小
山
一
男
（
光
が
丘
新
聞
社
）

第
二
回
会
合
は
第
一
回
に

引
続
い
て
ひ
と
月
後
、
六
十

一
年
一
月
に
開
か
れ
、
よ
り

具
体
的
に
問
題
の
処
理
に
当

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

「
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
」
を
取

り
あ
げ
た
。
さ
ら
に
今
回
は

単
一
団
体
で
は
な
く
、
各
団

体
共
同
歩
調
で
関
係
者
へ
陳

情
、
要
望
し
よ
う
と
名
称
も

仮
称
な
が
ら
「
光
が
丘
住
民

組
織
連
絡
協
議
会
」
と
し
て

「
光
連
協
」（
略
称
）
結
成
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

五
十
九
年
四
月
、
待
望
の

西
武
バ
ス
、
国
際
興
業
バ
ス

が
開
通
し
た
が
、
朝
、
夕
の

ラ
ッ
シ
ュ
に
は
こ
れ
ま
で
の

便
数
で
は
、
乗
客
の
積
み
残

し
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
三
月

下
旬
に
は
一
九
〇
〇
戸
の
大

量
入
居
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

相
当
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
。

そ
の
反
面
豊
島
園
―
成
増
と

同
じ
ル
ー
ト
を
走
る
光
が
丘

―
吉
祥
寺
の
ダ
イ
ヤ
に
は
直

近
し
て
い
る
時
間
が
あ
り
、

後
続
バ
ス
が
ガ
ラ
空
き
に
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
夜
十
時

以
降
の
便
数
が
少
な
い
の
も

悩
み
の
タ
ネ
で
増
便
の
要
望

は
強
か
っ
た
。
光
が
丘
―
平

和
台
ル
ー
ト
で
は
地
下
鉄
平

和
台
駅
で
の
地
下
鉄
発
着
時

刻
と
、
バ
ス
発
着
時
刻
と
に

大
き
な
時
間
差
が
あ
り
、
乗

客
不
在
の
ダ
イ
ヤ
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
①

増
便
を
は
か
る
こ
と
②
同
一

ル
ー
ト
で
の
有
効
な
ダ
イ
ヤ

編
成
③
平
和
台
駅
で
の
適
正

な
ダ
イ
ヤ
編
成
―
を
西
武
、

国
際
興
業
バ
ス
会
社
に
要
望

す
る
と
と
も
に
、
練
馬
区
長

に
対
し
て
も
こ
れ
ら
の
要
望

実
現
の
協
力
を
陳
情
し
た
。

こ
の
陳
情
文
の
署
名
は
一

応
「
光
が
丘
地
区
住
民
組
織

連
絡
協
議
会
（
仮
称
）」
と
な

っ
て
い
た
が
、
各
自
治
会
住

宅
管
理
組
合
の
名
称
を
連
記

し
た
。

こ
の
共
同
陳
情
は
、「
光
が

丘
地
区
住
民
組
織
連
絡
協
議

会
」
設
立
へ
の
結
束
を
よ
り

強
固
に
し
、
六
十
年
九
月
に

準
備
会
が
発
足
し
た
。
準
備

会
で
は
ど
の
よ
う
な
性
格
の

団
体
に
す
る
か
、
が
議
論
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
「
各
団
体

の
統
制
的
な
上
部
団
体
で
は

な
く
、
む
し
ろ
各
単
一
団
体

が
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
情

報
交
換
を
行
い
、
多
岐
に
わ

た
る
諸
問
題
を
解
決
し
、
政

治
的
信
条
、
宗
教
に
と
ら
わ

れ
ず
、
あ
く
ま
で
住
み
よ
い
、

豊
か
な
光
が
丘
の
ま
ち
づ
く

り
に
努
力
す
る
」
と
い
う
よ

う
な
も
の
。
中
に
は
こ
の
よ

う
な
『
親
睦
、
情
報
交
換
団

体
』
で
は
諸
問
題
解
決
へ
の

住
民
運
動
は
不
可
能
だ
と
す

る
意
見
も
あ
っ
た
が
、
取
り

入
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
光
が

丘
公
園
を
は
さ
ん
で
北
（
む

つ
み
台
、
ゆ
り
の
木
北
、
同

南
団
地
）
南
の
団
地
で
は
問

題
意
識
が
異
な
る
の
で
、
南

北
同
一
視
し
て
も
い
い
の
か
。

た
と
え
ば
駐
車
場
増
設
を
訴

え
て
い
る
時
に
、
北
で
は

（
光
が
丘
公
園
の
駐
車
場
新

設
）
反
対
を
訴
え
て
い
た
。

し
か
し
、
他
の
諸
問
題
で
共

通
す
る
点
も
あ
る
の
で
、
こ

の
南
北
問
題
は
問
わ
れ
な
い

こ
と
に
な
つ
た
。

一
方
、
機
能
の
違
う
二
つ

の
団
体
で
あ
る
自
治
会
（
賃

貸
）、
管
理
組
合
（
分
譲
）
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
活
動

を
尊
重
す
る
た
め
、
二
つ
の

部
会
を
設
置
し
、
自
治
会
部

会
は
、
都
営
、
公
社
、
公
団

の
管
理
者
ご
と
に
分
科
会
を

置
き
、
家
賃
や
共
益
費
、
修

繕
問
題
な
ど
に
つ
い
て
討
議
。

管
理
組
合
部
会
は
、
か
し
保

証
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
問
題
、

修
繕
費
積
み
立
て
問
題
な
ど

に
つ
い
て
情
報
を
交
換
す
る

仕
組
み
と
な
っ
た
。

駐
車
場
、
交
通
、
騒
音
等

の
重
要
な
共
通
的
に
つ
い
て

は
、
課
題
ご
と
に
四
つ
の
専

門
委
員
を
設
け
、
研
究
検
討

し
、
必
要
が
あ
れ
ば
そ
れ
ぞ

れ
の
関
係
機
関
へ
要
望
・
陳

情
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ

ら
を
ま
と
め
る
の
か
幹
事
会

で
、
専
門
委
員
は
各
団
体
の

構
成
員
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
協

議
会
の
発
足
に
よ
っ
て
、
光

が
丘
地
区
の
問
題
点
が
浮
き

ぼ
り
に
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
解

決
に
住
民
が
こ
ぞ
っ
て
参
加

す
る
こ
と
に
な
り
、
住
民
の

期
待
は
大
き
か
っ
た
。

専
門
員
会
は
次
の
と
お
り
。

【
交
通
】
▽
地
下
鉄
の
早

期
着
工
、
工
事
の
促
進
▽
バ

ス
の
増
強
と
終
車
時
刻
の
繰

り
下
げ
実
現
▽
成
増
、
下
赤

塚
、
豊
島
園
な
ど
乗
換
駅
付

近
の
駐
輪
場
設
置
▽
団
地
内

駐
車
場
の
増
設
、
違
法
駐
車

の
取
締
り

【
防
犯
・
防
災
】
▽
団
地

内
警
察
署
、
消
防
署
お
よ
び

交
番
の
設
置
▽
移
動
交
番
は

じ
め
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
▽

広
域
避
難
場
所
と
し
て
の
光

が
丘
地
区
や
災
害
時
の
対
応

に
つ
い
て
検
討

【
サ
ー
ビ
ス
施
設
】
▽
給

湯
、
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
安
定

供
給
、
障
害
時
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
体
制
の
確
立
▽
保
健
所
、

福
祉
事
務
所
な
ど
住
民
に
密

接
な
窓
口
の
早
期
開
設

【
環
境
・
美
化
】
▽
車
公

害
の
規
制
、
根
絶
、
公
園
駐

車
場
建
設
問
題
の
解
決

こ
の
よ
う
な
案
を
作
成
し

て
六
十
一
年
を
迎
え
三
月
十

五
日
に
設
立
総
会
開
催
の
運

び
と
な
り
、
総
会
で
は
準
備

委
員
会
の
原
案
通
り
活
動
方

針
、
予
算
案
は
可
決
さ
れ
初

代
の
役
員
を
選
出
し
た
。

総
会
終
了
後
、
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
地
元
選
出

国
会
議
員
、
都
・
区
議
会
議

員
、
諸
官
庁
、
周
辺
町
会
、

商
店
会
の
役
員
な
ど
約
１
０

０
名
が
出
席
。
席
上
、
総
会

議
事
の
報
告
が
あ
っ
て
、
役

員
を
紹
介
。
中
森
会
長
の
あ

い
さ
つ
を
受
け
て
中
村
代
議

士
が
祝
辞
を
述
べ
、「
役
員
の

皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
が
大
変
。

大
い
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
」

と
激
励
し
た
ほ
か
、
各
界
の

代
表
も
こ
ぞ
っ
て
お
祝
の
言

葉
を
贈
り
、
盛
会
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
た
。

六
十
二
年
一
月
光
が
丘
で

初
め
て
の
新
年
祝
賀
会
か
開

催
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
自
治

会
な
ど
単
独
の
祝
賀
会
は
あ

っ
た
が
、
光
が
丘
全
体
の
そ

れ
は
な
か
っ
た
。
光
連
協
発

足
機
会
に
開
催
し
た
も
の
だ

が
、
光
連
協
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
も
初
め
て
の
催
し
も
の
だ

っ
た
の
で
、
発
起
人
が
主
催

者
と
な
り
、
代
表
に
当
時
の

中
森
和
明
（
光
連
協
会
長
）、

小
山
一
男
（
光
が
丘
新
聞
社

代
表
）
両
氏
を
選
ん
だ
。
そ

れ
に
し
て
も
多
人
数
を
収
容

す
る
会
場
が
光
が
丘
に
は
な

い
の
で
、
東
京
熱
供
給
（
株
）

の
会
議
室
を
借
用
し
た
。

ま
ず
、
招
待
者
（
出
席
者
）

は
光
連
協
加
盟
団
体
の
役
員

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
周
辺
地

域
、
光
が
丘
に
関
係
し
て
い

る
人
な
ど
広
範
囲
か
ら
人
選

を
進
め
、
七
十
名
が
参
加
。

こ
の
中
に
は
そ
の
年
の
春
オ

ー
プ
ン
す
る
西
武
デ
パ
ー
ト
、

忠
実
屋
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン

タ
ー
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
の
代
表
者
、

地
下
鉄
十
二
号
線
鉄
工
事
業

者
も
顔
を
見
せ
、
初
め
て
光

が
丘
の
人
た
ち
の
仲
間
入
り

を
し
た
。

ま
ず
、
中
森
和
明
連
絡
協

議
会
会
長
が
「
光
が
丘
の
発

展
に
と
も
な
い
、
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
発
生
す
る
と
思
わ

れ
る
が
、
相
互
理
解
を
深
め

解
決
に
当
た
ろ
う
」
と
挨
拶

し
、
吉
田
公
一
、
高
橋
知
一

両
都
議
が
木
槌
で
開
封
し
た

鱒
酒
を
汲
み
あ
っ
て
、
池
田

悦
久
光
が
丘
第
一
自
治
会
会

長
の
音
頭
で
乾
杯
し
た
。
こ

の
後
、
出
席
者
一
人
一
人
が

自
己
紹
介
を
か
ね
て
挨
拶
し

た
が
、
そ
の
度
に
歓
迎
の
拍

手
が
送
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
自
治
会
、
管
理

組
合
の
役
員
は
、
前
年
光
連

協
の
発
足
に
よ
っ
て
お
互
い

顔
見
知
り
だ
っ
た
が
、
そ
の

他
の
団
体
役
員
、
商
工
業
者

ら
と
は
初
め
て
と
い
う
人
も

多
く
、
名
刺
を
交
換
し
な
が

ら
懇
親
を
深
め
た
。

こ
れ
が
会
員
以
外
の
人
た

ち
も
参
加
す
る
現
在
の
光
連

協
新
年
祝
賀
会
の
原
形
と
な

っ
て
い
る
。

※
６
月
５
日
号
の
続
き

 

 

 

バ
イ
ク
暴
走

路
上
駐
車
ズ
ラ
リ

団
地
共
通
の

問
題
は
同
一
歩
調
で

団
体
連
署
で

初
め
て
の
要
望

意
見
調
整
に

苦
労
し
た
準
備
委

「
光
連
協
」
設
立
総

会
に
こ
ぎ
つ
け
る

広
く
関
係
者
が
参
加

す
る
新
年
祝
賀
会

「
光
連
協
」
結
成
の
動
き

昭和59年の光が丘団地


